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はじめに

平成20 ~ 21年度にわたって、教科書に掲載されている事項を館蔵資料で紹介する展覧会、「えどはく

でおさらい! J 展を開催した。 本展覧会は、 「江戸時代」 編(以下、江戸編、とする)と 「明治・大正時代」

編(以下、近代編、とする)の 2種類があり、江戸編は 2 回、近代編は 1 回、それぞれ実施した。

本稿は、その 「えどはくでおさらい! J 展について報告をするものである。展覧会開催にあたり、教

科書をもとにどのように展示構成を組み立て、館蔵資料でどのように展開したのか、そ して展示に際し

てどのような工夫をしたか等、本展覧会の全容を紹介し、今後の展開の一助とするものである 。

1 .展覧会のタイトルおよび会期等

前述のとおり、本展覧会は 3 回にわけで開催 した。 ここでは、各国の会期、観覧者数などを確認しておく 0

・「えどはくでおさらい!江戸時代 ~教科書で見たあの人、この絵~J

会期: 2009年(平成21) 2 月 24 日 ~3 月 22 日 (24 日間)

観覧者数: 19，702人( 1 日平均: 821人)

展示担当:阿部由紀洋・丸山はるか

. Iえどはくでおさらい!江戸時代 ~教科書で見たあの人、この絵~J

会期: 2009年(平成21) 10月 6 日~ 11月 29 日 (48 日間)

観覧者数 : 46，1 37人 (1 日平均: 961人)

展示担当:阿部由紀洋・薪藤優美

・「えどはくでおさらい!明治・大正時代 ~教科書で見たあの人、この絵~J

会期: 2010年(平成22) 2 月 16 日 ~3 月 28 日 (36 日間)

観覧者数: 32，958人( 1 日平均: 916人)

展示担当:粛藤優美・小山周子

メインタイトルである「えどはくでおさらいJ は、 1 回目の江戸編を開催するにあたり、この 1 年間

で学習したことを当館でおさらいしてほしい、というねらいから名付けた。 また、いずれも 「教科書で

見た…J というサブタイトルをつけた。 この展覧会が、教科書に基づいていることを印象づけるためで

ある。同時に、授業で学んだ人物に関する資料が見られる、あるいは教科書に載っていた絵が見られる、

それならば見てみょうか、という来館の動機づけをも考慮したものである 。

2. 展覧会開催にむけて

開催にむけての第 1 歩として、江戸編ならびに近代編双方とも、教科書の記載内容を検討することか

ら始めた。江戸編では、東京都内の小学校で利用されている教科書のうち、採用数の多い方から 5 冊の

教科書を入手し、掲載内容を検討した。あわせて、「小学校学習指導要領J (平成 10年12月告示、 15年12
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月一部改正)の社会科の項目を確認した。また近代編では、小学校で使用されている教科書のほかに、

中学校の歴史の教科書の記載内容も確認した。

さて、 「小学校学習指導要領」では、第 6 学年の歴史学習の目標として、 「国家・社会の発展に大きな

働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心と理解を深めるようにするとともに，我が

国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心情を育てるようにする 。」としている。この目標をふまえ、

指導すべき内容を以下のように掲げている。ここでは、江戸編・近代編に関連するものについて記載する。

-キリスト教の伝来、織田・豊臣の天下統一について調べ、戦国の世が統ーされたことが分かること 0

・江戸幕府の始まり、大名行列、鎖国、歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学について調べ、身分制度が確立

し武士による政治が安定したことや町人の文化が栄え新しい学聞が起こったことが分かること。

-黒船の来航、明治維新、文明開化などについて調べ、廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い、欧

米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことが分かること。

-大日本帝国憲法の発布、日清・日露の戦争、条約改正、科学の発展などについて調べ、我が国の国

力が充実し国際的地位が向上したことが分かること。

そして、これらの項目を指導する上で、「小学校学習指導要領」では、「例えば」と断った上で、次の

ような人物を取り上げるよう列記している。全40人の名前が挙がっているが、こちらも、江戸編・近代

編に関わる人物名のみを紹介する。

-織田信長 E由Z主仁g工[3ラL長~fiゴ -徳川家康 -徳川家光 -近松門左衛門

-歌)11 (安藤)広重・本居宣長 -杉田玄白 -伊能忠敬 -ペリー

-勝海舟 -西郷隆盛 -大久保利通 -木戸孝允 -明治天皇

-福沢諭吉 -大隈重信 -板垣退助 -伊藤博文 -陸奥宗光

-東郷平八郎 -小村寿太郎 -野口英世

これらのことを確認した上で、小学校で使用されている教科書を確認してみると、やはり要所で歴史

上の人物が肖像入りで紹介され、それらの人物の業績をもとに、日本の歴史が語られている 。 このこと

から、今回の企画展では、人物を画像入りで紹介しながら展示を展開していく必要があると認識した。

3. 資料の選定

( 1 )肖像画

教科書に掲載されている画像は、誰もが一度は目にしたことのある、あるいはその人物を紹介するに

はその画像しかない、といったものであり、当然、当館所蔵のものではない。 その上、当館の常設展示

では、人物を取り上げた展示をほとんど行っていないため、それらの人物画像が、たとえ教科書に載っ

ているものとは違うものでも、はたしてどれだけ集まるのか、まったく見当がつかなかった。

この問題を解決したのが、学校教育の現場で用いられた「掛け図」である。当館には、明治~大正時
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代に作られた掛け図が所蔵されて

おり、教科書に掲載されている画像

と同じものが、より扱いやすい大

きさでそろっていた。 江戸編では、

これら掛け図を中心に用い、関係

する資料を展示することで、全体

を構成することができた(写真 1 ) 。

なお、近代編では、これら掛け図

のほかに肖像写真を入手し、パネ

ル化して人物紹介を行った。

(2 )常設展・特別展との調整
[写真 1 1 

教科書をベースにしているこの展覧会では、展示する資料も、教科書に掲載されているもの、あるい

はそれに代わる、 一 目見てすぐそれと分かる資料を展示 したいとこ ろである 。 しかし、そのような資料

は、すでに常設展で使用されている、あるいは使用の予定が入っているものが多くあっ た。 また常設展

のみではなく、特別展で使用され、場合によっては他館へ巡回中といったものまであり 、 やむなく写真

パネルで対応せざるを得ないものもあった。 さらに、 特に錦絵などは、長ら く 常設展などで使用しすぎ

て、使用自体が休止になっているものもあり、思うに任せないところがあった。

(3 )さまざまな複製資料

前述のように、やむを得ない理由で資料が利用できなかった一方で、、開館以来製作を して きた複製資

料が大いに役立つた。 当館には、 常設展で使用するために製作されたもの、 あるいは特別展で製作され

たものなど、多種多様な複製資料が存在する。それらの中には教科書に掲載されているものもあり、非

常に有用な存在であった。 できれば本物を見せたいところではあるが、形状や質感を忠実に再現してい

るこれら複製資料でも、十分説得力があったものと思われる 。

4. 展示手法の工夫

「えどはくでおさらい! J 展は、観覧者のタ ーゲットを小学生および中学生と していたので、展示に

際してはできる限りわかりやすく、をモット ーに取り 組んだ。 ここでは、それらの一例を示したい。

( 1 )より実感できる展示の工夫

江戸編では、江戸城天守の起こし絵「江戸御殿守絵図百分一割(弘前市立図書館原蔵)J を展示した。

その際、天守の高さを実感してもらうために、天守と同じ高さという当館の模型を並べて展示した(写

真 2 ) 。模型は、資料と高さがそろっていればよしとしたため、かなりデフォルメしたものを製作した。
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また、伊能忠敬を取り上げたコーナー

の近くに、 自分の歩幅を確かめることが

できるマットを作製し敷いた(写真 3) 。

自分の歩幅を実感して、いろいろなとこ

ろを測ってみて欲しいという思いから設

置したものであるが、こちらは残念なが

らあまりそのねらいが理解してもらえず、

格好の遊び道具と化してしまった。

(2 )キャプションをわかりやすく

資料解説用のキャプションは、常設展

仕様(黒地・白文字)ではなく、白地に

黒い文字で作製 した。 また、解説文の文

字数は極力少なくするとともに、文字は

可能な限り大きくすることを心がけた。

さらに、タイトルは展示資料名をそのま

ま用いることを避け、どのような資料な

のかが一日で分かるよう 工夫 した(資料

1 、および写真 4) 。 ターゲットが小・中

学生ということでこの ような方針で作製

したのだが、小・中学生に限らず広く支

持を得られたのは意外で、あった。

(3 )参加型の展示

企画展「えどはくでおさらいリ開催報告(阿部由紀洋、粛藤優美)

[写真 2]

[写真 3]

今回の企画展では、観覧した小・中学生を対象に、ワークシートを作成した(資料 2) 。設問は、基

本的にキャプションを読めばわかるものにした。 ワークシートの答え合わせは、 案内スタッフが常駐 し

ているカウンターに解答を記入したワークシートを設置し、対応できるようにした。 このほか、江戸編

では「江戸名所 はんじもの」を 2 枚、 BOサイズにパネル化し、判じ絵に挑戦してもらった。 パネル

の近くに解答用紙を配置し、答え合わせをしながらでも楽しめるよう配慮した。

(4 )当館制作映像の利用

近代編では、展示会場出口にプラズ、マディスプレイを設置し、 当館制作の映像を 2 作品 (1鉄道の発

展と都市の広がり JI歴史を語る建造物 1 開化の西洋館J) を放映した。 映像作品を使用することによ っ

て展示内容を補完するとともに、より理解を深める工夫とした。
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210mm 

/一一一ヒラノ P所Pro

あ、オランタダ、人だ!

『東都遊』 比 ~ 

ながさき えど しようぐん / 

長崎から江戸ヘ将軍に会いに
りよかん

行く時につねに利用していた旅館
ひとめ

を、人々が一目見たさに外からの

ぞいています。

[資料 1 ] 

'成郎遭a

なが害曹 えど しようぐん

長崎から江戸ヘ将軍に会いに

行く時につねに利用してしミた純白
ひとめ

を、人々が一目見たさに外からの

ぞいていますユ

[写真 4]
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5. 広報

本展覧会を開催するにあたり、ポスターならびにチラシを作製し、都内博物館・美術館・図書館など

のほか、都内小・中学校へ発送し、 PRを図った。 また、当館ウェブサイトへ情報を掲載し、より広く

展覧会をアピールした。 各展覧会のポスター・チラシの製作枚数は、ポスタ ーがB1サイズで120枚、 B2

サイズで2，910枚(うち、発送用に折りたたんだものが2，810枚)、 A4サイズのチラシ(表 4 色、裏 1 色)

が90，000枚である 。

6. r江戸編J r近代編j 実施報告

さて、ここからは江戸編ならびに近代編それぞれの展覧会について、どの よ うな内容で開催されたの

か、くわしく報告していきたい。

( 1 )江戸編

① 展示項目の設定

江戸編の対象となる部分について、教科書にはどのような項目が挙げられ、どのような画像が使用さ

れているのか。 前述のとおり取り寄せた教科書を参考にし、メモを作成するところから始めた(資料 3) 。

これをもとに、展示項目を以下のとおり設定した。 また、各項目で取り上げた人物や事項などもあわせ

て記載する 。

-第一章江戸時代になる前

織田信長豊臣秀吉太田道濯

・第二章 江戸時代のはじまり

徳川家康/江戸城の様子

-第三章江戸幕府の安定へ

徳川家光/参勤交代 海外との交流

-第四章 江戸時代の町・人びと ※ 2 回目 は 「江戸時代の人びと」

士農工商 町の様子 ※ 2 回目は、 「町の様子」 ではなく「リサイクル」とした0

・第五章 新しい学問・成熟する文化

杉田玄白 本居宣長伊能忠敬歌川広重/湯島聖堂・寺子屋歌舞伎

・第六章 江戸時代のおわり

ペリー木戸孝允坂本龍馬大久保利通西郷隆盛徳川慶喜勝海舟/黒船大政奉還

最初の「江戸時代になる前」 では、教科書では織田信長・豊臣秀吉の紹介がほとんどであるが、当館

には残念ながら関連資料がほとんどない。 そこで江戸時代以前の江戸の紹介、ということで、教科書に

は記載されない太田道濯を取り上げることとした。 同様に、 「小学校学習指導要領J で、は名前の挙がっ

ている近松門左衛門についても、関連資料がないため割愛した。 逆に、「指導要領」では名前が挙げら
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[資料 31

※江戸幕府を聞いた徳川家康

生い立ち

1603 年、征夷大将 í:rl に

関ヶ原の合戦

江戸のまちづくり、江戸減の拡張

(掲載画像)家康肖像画

江戸城復元図

江戸図麻l哩

※世界で活脱した人物に目を向けよう

マルコ・ポー口、マゼラン

※世界遺産を訓べてみよう

江戸時代に交流のあった図の世界遺産

日光東!1\1官、放宮、宗廟(韓国)

仏教に閲する世界迂lM

法隆寺、石矧!奄(総匡1)、ボロブドウール寺院

※大名行列

行列イラスト、 ~飽1Î1

金沢滞の参!RjJ交代の線子

※幕府と大名(徳川家光)

I生まれながらの将軍」

武家諸法度

参勤交代、かかった日数

親百年、 3時代、外線大名の配置

宣教師の活動

鎖国、 「絵ふみ」、助j点の乱

(掲載函像)家光肖像画

「将 1T1にあいさっする大名たち」

踏み絵とその様子

※鎖国下の日本

朝鮮通信使、琉球使節、アイヌ、出品

※江戸時代の逃を捌べよう

飛脚、北前船、大井川の渡し、宿場町 (馬飽街)、箱線開所

※地域のi芭を削べよう

企画展「えどはくでおさらい! J 開催報告(阿部由紀洋、粛藤優美)

、

※力をつける燦民

新旧Il日発、用水の整備

備中ぐわ、千1富こき、とうみ、肥料の工夫

綿花、なたね、茶、みかんなど商品作物

百姓ー挨、「渋染ー挨j、打ちこわし

(掲1世国{象) IJj古を楽しむ人々 」

一撲の述判状

大海平八郎

※玄 I~I ら、 11'符イ本新書」を出版する ・ 新しい学 1 '1\;1 と教育のひろがり

i品i学: (杉田玄白、Tìíj野良沢)、「解体新r，~iJ、 IÎ量1学事始」

(掲載画像) 杉田玄 I~I 、本!舌宣長、高野長yf;、伊能J山政各肖{象

道中図、伊能|主l 、 ìJllli，l 1刻ì!ß資料

寺子屋の様子、藩校「弘道館」

※その他

リサイクル、環境にやさしい都市、 子供がi斑じる歌舞伎、食でつながる北海道と i'l '組

※開国から世界の "1'へ

ペリー、黒船

日米和親条約、 日米修好通商条約

(掲載画像)ペリー肖像

来航時の錦絵

THE ILLUSTRA TED LONDON NEWS 

横浜海岸通の図、神奈川WiìJ~新海浴図

成I~~丸

※江戸幕府たおれる

官 l主l松除、松下村塾

~:Iイ1 ト直則(安政の大獄、核 |王l 門外の変)

生麦事件

高杉普作、奇兵隊

薩英ij聡争

坂本自白馬、薩長同盟

大政奉王立

鳥羽・伏見のi淡い

)勝海 !iJ 、西郷隆雄

(j喝~&.画像)黒船来航をイ云える瓦l仮

占領された長州滞の仰台(写ru

二条城大広間

吉田松|陰、木戸孝允、 rz杉晋作、坂本IlIT馬、西郷|監峰、大久保利通、

IIJ;o I毎!Íl、明治天皇の各肖像

八王子市(国道 20 号線[甲州街道]、千人 |百l心の閥、八王子市郷土資料館、一旦塚、

小仏の附湖、)

※身分ごとに異なる暮らし

年貢を納める j史民(イラスト)、 111] 人の暮らし(イラスト )

農民に対するおふれ書き

五人組

荒れ地の開発、用具の開発、古くから伝わる芸能をきかんに

※にぎわう都市、花開く文化

「天下の台所J 1将司Zのおひざもと」

歌舞伎、人形芝居、浮世絵

(掲載画像)近松門左衛門、歌川広重各肖像画

「しばい小屋で歌舞伎を楽しむ人々 」

「江戸の呉服屋」

「東海道五十三次J (広重の絵&ゴッ ホの絵)

写楽の作品

ノ
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れていない徳川慶喜については、歴代最後の将軍として取り上げることとした。また、多くの教科書で

紹介されている坂本龍馬も、肖像だけではあるが紹介した。さらに、 1 回目 では「江戸時代の町・人び

と」として、江戸の町の様子を紹介したが、 2 回目は「江戸時代の人びと」とし、町の代わりに「リサ

イクル」をテーマに展示した。これは、 1 回日開催中に、江戸時代のリサイクルについて展示して欲し

いという、ご観覧いただいたお客様の声を反映したものである 。

② 展示資料と会場レイアウト

資料の選定にあたって、肖像画の問題、あるいは常設展・特別展等との調整ということがあ っ たこと

はすでに述べた。ここではそれ以外の、資料選定作業と会場レイアウト作りなどについて述べてみたい。

各テーマについてどのような資料を展示するのがふさわしいか、まず参考にしたのが、開館以来開催

してきた特別展の図録であった。 また、当館が編集 ・ 発行した出版物にも目をとおし、館蔵資料につい

ての情報収集を行った。 そこでピックアップされた資料については、資料検索システムで近年の使用状

況を確認し、使用可能かどうか検証した。 それ以外の資料については、考えつく限りのキーワードを入

力しては可能性のありそうな資料をピックアップし、収蔵庫へ現物を確認にいく、という作業の繰り返

しであった。 そして、展示できそうな資料については、会場レイアウト図の作成のためにあらためて採

すをした。 このようにして確定したのが資料 4 (P.99 ~ 103) の展示リストと、資料 5 (P.l 10) の会

場レイアウト図である 。

③ 展示用造作物

展覧会を開催するにあたり、前述の当館の模型や床置きの歩幅測定用のマッ トのほか、いくつか展示

用の什器等を製作した。

-肖像画展示用の衝立

W:600mm x H:1,600mm x D:50mm 木製 スチールベース (W:600mmx D:500mm) 付

※既存のマグネット貼りができるボードを併用して展示。

-江戸城天守の起こし絵「江戸御殿守絵図百分一割(弘前市立図書館原蔵) J 用アクリル支持具

・地図(伊能図)展示用パネル

W:2,700mm x D:1,800mm x H:50mm 3 分割ボルトジョイント 天面フ ェルト貼りにW:2，700mm x

D:1 ,800mm x t:5mm透明アクリルビス留め

江戸編 1 回日開催時、上記地図を展示するにあたり、想定していたケースよりも資料の方がやや大き

いことがわかり、やむを得ず地図の端を、折り目のついているところで一部折り込んで展示せざるを得

なかった。 そのため、 2 回目では、より完全に展示できるよう、新規に什器を製作した。なお、肖像画

展示用の衝立は、近代編でも使用した。

④ 関連事業の実施

展覧会の開催中に、関連事業を次頁のとおり実施した。 カッコ内の数字は、各回の参加者数である。
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企画展「えどはくでおさらい! J 開催報告(阿部由紀洋、藤藤優美)

江戸編 1 回目

・えどはくカルチャー みどころ講座

・ミュージアムトーク 全 2 回 (36名/30名)

江戸編 2 回目

・ミュージアムトーク 全 4 回 (44名/ 23名/27名/21名)

⑤ 展覧会の評価

江戸編 1 回目では、展示をご覧になられた方々へのアンケートを実施した。内容は資料 6 のとおりで

ある。ここでは、その中から設問 5 の集計結果をとりあげ、どのような評価が得られたかを見てみたい。

-テーマについて

大変良い: 43% 良い: 23% 普通 :11% あまり良くない: 2% 良くない :5% 無回答: 16% 

-展示品について

大変良い: 49% 良い: 24% 普通: 9% あまり良くない: 1 % 良くない: 6% 無回答 :11%

-展示の見やすさについて

大変良い: 41% 良い: 21% 普通: 16% あまり良くない: 4% 良くない: 6% 無回答: 12% 

-解説の内容

大変良い: 34% 良い: 21% 普通 : 22% あまり良くない :4% 良くない :6% 無回答: 13% 

-解説の見やすさ

大変良い: 40% 良い: 27% 普通: 13% あまり良くない: 1 % 良くない: 7% 無回答: 12% 

「解説の内容」を除いては、大変良い・良いが60% を越える数字になっており、概ね好評であったの

ではないかと思われる。また、設問 7 の自由意見欄を確認しでも、好意的なご意見を多くいただき、良

好な評価がいただけたものと思われる。その一方で、よりわかりやすく、をモットーに作成した解説文

については、少々物足りなさを感じた方々もいらっしゃったようである 。

(2 )近代編

① 展覧会の概要

近代編は、当初 「えどはくでおさらい!近代と暮らし」というテーマが設定されていた。しかし、教

科書において“近代"の占める割合が多く、また、教科書の記述が生活史だけではなく事件・人物に強

く及んでいることから、テーマを再設定する必要が生じた。まず、時代を限定するにあたり、江戸編の

続編であること、館蔵資料の活用が十分に可能であることから、明治維新から関東大震災までの、明治・

大正時代を選んだ。そして内容については、館蔵資料を生かし、且つ常設展示と重ならない当館らしい

展示を目指すため、東京を舞台としたできごとを特にピックアップした。この点については、後ほど詳

述する。

展示方法・キャプションおよびワークシー ト等の仕様については、江戸編の手法を継承・活用し、シ
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[資料 6]

企画展 「えどはくでおさらい!江戸時代」 アンケート
きにゅうび がつ にち

記入日 月 日(

家晶まご厳'itありがとうございました。等詮の議覧益、の議毒にしますので、アンケートにご誌克之ださい。

1 あてはまるところにOをつけてください。

①議弘、 ②長1長同量、i'J

.年齢、 ①不幸52i圭弘、下

⑤25-34議
②〉F4262正盈

戸い

⑥35-44歳

③市挙室、

⑦45-54議
④16-24議
⑧55-64議

⑨65義政主

.儲 ①論部 (23断) ②簸お (23臥〉
③踊量謡元(諦奈:川・平葉・詣宝 .安議 .揚弘.議主)
④その厄の通説集( ) ⑤抗菌

えど 仁子三い

2 rえどはくでおさらい!江戸時代」のことを、何で知りましたか?当てはまるところに、いくつでもOをおつけください。

① 詰礼から面いて(半忌の露呈.家族.蟻議の員L謀長.友人)
②託戸簸裕福詰のなかで(繊・ポスター・ チラシ・謀議/その厄: ) 

③ポスター (駅: 組 駅/犠漏話.業漏話: 首
/チケット巌員、前: /その他の場所: ) 

④ チラシ (文字Lた島知: ) 

⑤ テレビ (醤鋭、:
⑥ ラジオ (者齢、:

⑦ 結首 (舗h "謀議.葺旨.宙誕.益経.議官/そのh:
⑧治 (託戸簸犠福祉ユース・その誠治:
⑨ ホームヘ・ーγ (江戸東京博物館・そのh
⑩ そのh ( 

3 託戸第鶏'協議峰、をご誌になったのは輸省ですか?あてはまるところ、 1 つだけOを加てください。

①崩めて
かいめ

②2回目 ③3菌、白域主(泊、厳 :

4 今回は「えどはくでおさらい!江戸時代Jのほかにどの施設をご利用になりましたか?

回)

①論議甚だけ ②1 階特五l議 ③歯白書室 ④故福ライブラリー ⑤桜福ホーJレ⑥ホール、益議室、車省主i

5 rえどはくでおさらい!江戸時代」はいかがでしたか?それぞれあてはまるところに1 つだけOをおつけください。

よよ

1) テーマについて ①たいへん良い ②良い ③ふつう ④あまり良くない ⑤良くない

2) 麗与について

. 麗方L言甘ロロ ①たいへん主い ②主し、 ③ふつう ④あまり主くない ⑤主くない

・ て展ん示じ のみ見やすさ ①たいへん良い ②良い ③ふつう ④あまりよ良くない ⑤艮くない
.語、動雨、蕃 ①たいへん良い ②主い ③ふつう ④あまり主くない ⑤主くない

.議動員やすさ ①たいへん主い ②主い ③ふつう ④あまり主くない ⑤主くない

6 rえどはくでおさらい!江戸時代Jで、特に興味のあったところはどこですか?

7 その勉、ご単語.ぉ誌づきの誌などがございましたら、ぉ面かせください。
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企画展「えどはくでおさらい! J 開催報告(阿部由紀洋、ア斎藤優美)

リーズものの展覧会であることを強調した。

② 江戸編と異なる点

基本的には江戸編の続編として、全体的に趣旨や手法を継承しているものの、近代教育や近年の傾向

から、近代編独自の設定も必要となった。

まず、展覧会のメインターゲットとして、小学生だけではなく中学生も加えたことである。江戸編は、

初めて習う歴史学習の復習を意識し、小学 6 年生に焦点を置いたが、近代編の場合、教科書によって近

代の比重の差異が目立ったため、中学生の歴史教科書も参考にした。 例えば小学校の教科書の中には、

難しい用語を避け、時代の雰囲気を知ることのみを目指すものもあったが、そのまま採用したのでは展

覧会としては輪郭がぼやけるおそれがあった。そこで、中学校の歴史学習も趣旨に加え、中学校の教科

書に出てくることばを用語の境界線とした。ただし、内容が難しくならないように、展示構成自体は小

学校の教科書に則って構成した。

もう 一つの違いは、資料借用である 。 「えどはくで~J と冠されているとおり、当館における展示、

そして館蔵資料による展示が前提となる。しかし、当館には個人や政治史の資料が少ないため、展示内

容については検討が必要となった。 近代の歴史教育の傾向として、国際社会における日本及び日本人を

重視しているため、当館にない個人の資料については他館から借用することとした。国立国会図書館、

東京大学藤森照信研究室、財団法人日本近代文学館から、歴史上の政治家・文化人(ジョサイア・コン

ドル、板垣退助、陸奥宗光、小村寿太郎、野口英世、与謝野晶子、平塚らいてう)の肖像画・写真をお

借りし、パネルを製作した。

③ 展示構成と会場レイアウト

展示構成は、明治と大正に区切らず、明治維新・文明開化・ 自 由民権運動・国際社会(条約改正と戦争)・

産業の発達と民主主義の 5 つのテーマに分けた。さらに各テーマを 3 つの項目に分け、具体性を高めた。

-第一章 明治維新のはじまり

新しい政府の成立/富国強兵~強い国づくり~/殖産興業~豊かな国づくり~

・第二章 文明開化が花ひらく

変わる都市のようす/変わる人びとの暮らし/新しい考えの広まり

・第三章 広がる自由民権運動

士族の反乱/自由民権運動/帝国議会の開設

・第四章 国際社会への船出

条約改正の道のり / 日清戦争/日露戦争と東京

・第五章 民主主義の時代へ

工業の発展と暮らしの向上/平等な社会を目指して/関東大震災と復興
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展示構成に基づき、第二企画展示室における展示のレイアウトを検討-した(資料 7 ・ P.l 11) 。 レイア

ウト・資料選定・展示作業については、第一章~第三章を粛藤優美、第四章~第五章を小山周子が担当

した。

④ 資料の選定

展示資料は資料 8 (P.l04 ~ 109) のとおりである 。 個々の資料の採用理由は省略するが、資料選定

の条件は、以下のように設定した。

江戸編における展示は、人物展示(肖像画・パネル)、事件や関連資料展示、体験展示に分かれる 。

人物展示における教育掛図の使用は、過去の教材を展示した点で来館者の関心を深める効果があったた

め、近代編でも使用した。

近代編独自の資料選定としては、まず、展示対象の地域設定がある 。 近代日本を躍進させた産業や重

大な事件は、必ずしも首都東京を舞台にしていない。 教科書に出てくる事例も、富岡製糸場や八幡製鉄

所など地方や、条約改正・戦争など国外に及んでいる 。 学習指導要領においても国際化を重視する文言

が並ぶ。この点については、資料的な限界だけではなく、常設展示との関連もふまえ、東京における事

象あるいは東京から見た世界をコンセプトに、内容と資料を検討することに した。

例えば、官営模範工場の展示では、千住製械所や石川島造船所など東京に存在した工場を取り上げ、

東京における軽・重工業を示 した。 日 露戦争については、記念絵葉書を展示すること により、 当時の東

京の流行及び東京から見た戦争を示した。 これらは必ずしも教科書に忠実な展示資料ではないが、当館

における教育普及展示の意義を考え、採用した。

本展覧会の資料は、常設展示ではあまり展示されないものが多く、普段来館者の目に触れることの少

ない資料を公開する機会にもなった。

⑤ 映像資料の活用

前述のとおり、近代編では展示室出口付近の常設展示室通路において、関連映像 2 作品を上映した(写

真 5) 。 動画による理解の深化が第一の目的だ

が、館蔵映像の常設展示室内上映についての試

みでもあった。 現在、館蔵映像は、 7 階の映像

ライブラリーと 1 階映像ホールで観賞すること

ができるが、常設展示との密な連携の可能性が

検討されている。そこで、映像ライブラリー及

び映像ホールの案内やチラシを設置し、常設展

示室と映像関連施設との結びつきを深める試み

とした。

なお、今回は若い世代より中高年層の利用が

目立ち、多いときには15人程度のベンチが埋ま [写真 5 ]
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企画展「えどは くでおさらいリ開催報告(阿部由紀洋、 粛藤優美)

り、立ったまま観賞 している人も現れた。 展示内容を更に掘り下げたい来館者にとっては、映像資料は

興味深いツールであることが示されたといえる 。

⑥ 関連事業の実施

展覧会の開催中に、関連事業を下記のとおり実施したO カッコ内の数字は、各国の参加者数。

ミュージアムトーク 全 2 回 (23名/28名)

⑦ 展覧会の評価

本展覧会では、アンケートは実施しなかったが、教育関係を中心に各方面から感想が寄せられた。

まず、おさらい展の開催時期についてだが、江戸編 ・近代編ともに、 実際の授業進行時期とはずれて

いるという指摘があった。 小学 6 年生は 4 月から歴史学習が始まり、 3 学期には公民の学習が始まるた

め、春休み期間の実施となった近代編は冬休みの頃だと最も「おさらい」に適した開催になる、という

ものである 。

同じく小中学生の利用を前提に考えたとき、ワークシートというしかけは有効だが、問題の難易度は

適正か、という 声もあった。 展覧会でワークシートを作成する際、まず「展示を見ないと分からない」

ことを前提に問題を作成したが、現代の小学生にも分かりやすい問いを設定しなくてはならない、とい

う指摘だ、った。

他方、 実際の来館者は必ずしも小中学生中心ではなく、中高年層も厚かっ た。 特に 2 度のミュージア

ムトークでは、学生は若干名に留まり、ほとんどが中高年層だ、っ た 。 子供の頃に受けた歴史授業への懐

古、最近の指導内容との違いを楽しむ反応が目立った。 趣旨としては現代の小中学生をメインターゲッ

トにしつつ、こうした上位の年齢層 も取り込むことのできる、質の高い展示内容と何らかの工夫 ・しか

けを検討することも重要だろう 。

おわりに

以上、企画展「えどはくでおさらい! J について述べてきた。 この展覧会は、他の企画展以上に、教

育普及の意味合いが強い。教科書に出てきたものを実物で見てもらう、という本展のねらいは、博物館

と来館者の相互交流を展覧会で実践する、新しい試みであ っ た。 前述のとおり、アンケート結果を見て

も概ね好評であっ たことに加え、中には「歴史教育にこういった企画は不可欠だと思います。 今後も同

様の趣旨の展示が時折行われることを期待します。 J というお声を頂戴したことは、この展覧会の試み

が一定の成果を得た証ではないだろうか。 「教科書で見た~J というサブタイトルは、今まさに勉強中

の小・中学生を意識してつけたものであ っ たが、それ以外の、幅広い年齢層にも 受け入れられたようで

ある 。 多くの方々が一度は手に取ったことがあるであろう「教科書J とい う 言葉が、各年齢層に、それ

ぞれの想いを思い起こさせたものであろうか。

また本展では、都内小・中学校宛に展覧会の案内を送り、広報に努めたが、「大変良い企画なのでも っ
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と学校や教育機関に積極的に働きかけては。 メディアにももっととりあげられるべき 。」というお声が

アンケートにあった。本展に限ったことではないが、展覧会広報の重要性を再認識するとともに、更な

る工夫が必要であることを指摘していただいた一言である 。

今回、江戸編・近代編それぞれをパッケージ化することができた。今後は、このパッケージをもとに

開催できるわけだが、指導内容は一定期間で変更・見直しが発生する 。 そのため、その時々の指導内容

を把握し、展示内容に反映していく必要がある。また、開催時期についても、カリキュラムの進行に合

わせたものにするのか、それとも修学旅行による来館が多い時期に設定するのか、検討が必要であろう 。

いずれにせよ、この 3 回の展覧会の開催が、博学連携のひとつの形を示すことができたのではないだろ

うか。

最後に、この展覧会がほぼ館蔵資料のみで開催することができた、当館の所蔵資料の懐の深さを実感

した次第である 。
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高
札

18
68
年
(
慶
応

4
)

3
月
89
00
02
73
 

3
 
[
パ
ネ
ル
]
五
箇
条
の
御
誓
文

一
一
一
一
一
一

新府政
4
 
[
パ
ネ
ノ
レ
]
旧
江
戸
城
と
両
札
場

旧
江
戸
城
写
真
ガ
ラ
ス
原
板

半
j威
門

横
山
松
二
郎

/
撮
影

18
71
年
(
明
治

4
)

90
36
36
85
 

5
 
[
人
物
}
明
治
天
皇

明
治
天
皇
虞
影

86
97
52
44
 

の
6
 
明
治
天
皇
東
幸
の
図

東
}
T
'
，
府
御
東
幸
行
烈
図

歌
川
芳
虎

/
画

18
69
年
(
明
治

2
)

9
1
2
0
0
1
7
0
~
2
 

成主L
7
 
多
摩
川
を
渡
る
明
治
天
皇
の
行
列

武
州
六
郷
船
渡
図

月
岡
芳
年

/
画

明
治
初
期

9
4
2
0
3
2
5
6
~
8
 

8
 
[
パ
ネ
ノ
レ
]
新
政
府
の
使
節

]a
pa
ne
se
 
sp
ec
ia
l 
A
m
b
a
s
sa
do
r 
Iw
ak
ur
a 
(
岩
倉
特
命
大
使
)

18
72
年
(
明
治

5
)

10
月

12
日
96
20
21
46
 

T
h
巴
I
l
l
u
s
t
r
a
t
e
d
L
o
n
d
o
n
 N
ew
s 

9
 
[
パ
ネ
ノ
レ
]
廃
藩
置
県

一
一
一
一
一
一

10
 
地
租
改
正
の
地
図

武
蔵
国
多
摩
郡
上
成
木
村
下
分
絵
図
明
治
八
年
地
租
改
正
図

19
75
年
(
明
治

8
)

89
20
52
70
 

11
 
土
地
の
所
有
者
に
発
行
さ
れ
た
地
券

明
治
九
年
改
正
地
券
(
武
蔵
園
橘
樹
郡
神
戸
町
)

神
奈
川
県
主
事
郡
長

/
作
成

18
88
年
(
明
治

21
)

3
月

20
日
87
10
35
27
 

富強兵9国a 
12
 
学
制
を
さ
だ
め
る

学
制

18
72
年
(
明
治

5
)

7
月
01
00
03
45
 

13
 
「
わ
か
る
か
な
り
読
め
る
か
な
?
J
 

児
学
教
導
単
語
之
図
第
二

18
75
年
(
明
治

8
)

4
月
89
97
52
85
 

榊
原
芳
野
(
1
~
3
)
、
那
珂
通
高

3
『ノ

j、
学
読
本
』

巻
1
~
5

稲
垣
千
穎

(4
~
5
)

/撰
18

74
年
(
明
治

7
)

5
月

9
1
2
0
0
6
4
9
~
5
3
 

1
 

14
 
小
学
校
の
教
科
書

北
爪
有
卿

/画
¥;
¥ 

維新明f古
J国:コ

『
小
学
算
術
書
』

1
~
2
 

文
部
省

/編
纂

19
73
年
(
明
治

6
)
 

8
8
0
2
2
1
3
5
~
6
 

く
『
小
学
唱
歌
』
1
 

伊
津
修
一

/編
18

92
年

(
明
治

25
)

3
月

14
日
91
21
18
50
 

り
15
 
体
操
の
授
業

児
童
教
育
体
操
遊
戯
双
六

19
00
年
(
明
治

33
)

93
20
04
47
 

σ
コ

16
 
徴
兵
令
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
軍
隊

東
尽
鎮
台
歩
兵
第
一
聯
隊
第
二
大
隊

88
00
23
70
 

lま
陸
軍
の
訓
練

竹
橋
練
兵
場

88
00
23
85
 

じ
17
 

ま
18
 
「
徴
兵
の
が
れ
の
心
得

j
刑
罪
之
早
分
・
徴
兵
免
之
心
得

木
村
喜
二
郎

/編
輯

18
81
年
(
明
治

14
)

11
月
88
14
71
22
 

り
双
頭
レ
ー
ル
(
汐
留
遺
跡
出
土
)

19
 
双
頭
レ
ー
ル

0
1
3
0
0
0
3
5
~
6
 

20
 

[パ
ネ
ル
]
官
営
模
範
工
場
①

軽
工
業

東
}
!
"
真
画
名
所
図
解
千
住
ラ
シ
ャ
製
造
場

井
上
安
治

/
画

85
20
07
62
 

21
 
[
パ
ネ
ル
]
官
営
模
範
工
場
①

重
工
業

株
式
会
社
東
尽
石
川
島
造
船
所
全
景

88
00
27
29
 

殖産興業
22
 
民
間
の
製
紙
会
社

王
子
製
紙
会
社
略
図

歌
川
房
種

/
画

18
77
年
(
明
治

10
)

9
月

3
日
88
20
80
55
 

明
治
初
め
こ
ろ
の
お
金

明
治
一
分
銀

(ニ
菱
東
尽

UF
]
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
尽
博
物
館
寄
託
)
貨
幣
司
/
鋳
造

1
8
6
8
~
9
年
(
明
治

1
~
 2
)
 

9
9
1
0
1
0
1
9
~
2
0
 

23
 

太
政
官
札

太
政
官
会
計
局

/
製

18
68
年
(
慶
応

4
)

88
02
03
39
 

豊か

明
治
通
宝
玉
円

大
日
本
帝
国
政
府
大
蒔
卿

18
72
年
(
明
治

5
)

6
月

25
日
99
11
73
58
 

(
三
菱
東
京

UF
]銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

旧
二
十
円
金
貨

大
日
本
帝
国

18
70
年
(
明
治

3
)

9
9
1
0
1
0
2
0

、
9
9
1
0
0
0
8
2

つ国な
(三
菱
東
京

UF
]
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

24
 

「円
」
の
登
場

二
銭
銅
貨
(
二
菱
東
爪

UF
]
銀
行
所
蔵

、
江
戸
東
爪
博
物
館
寄
託
)

くり
旭
日
竜
大
型
玉
十
銭
銀
貨

大
日
本
帝
国

18
70

・
18

72
年
(
明
治

3
・
5
)
 9
9
1
0
1
0
8
8
~
9
 

(
三
菱
東
京
UF

]
銀
行
所
蔵

、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

大
蔵
省
住
換
証
券
金
拾
函

為
替
座
三
井
組

18
71
年
(
明
治

4
)

10
月

15
日
99
11
72
33
 

(
三
菱
東
京

UF
]
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

25
 
政
府
発
行
の
紙
幣

改
造
紙
幣
壱
園

大
日
本
帝
国
政
府

18
81
年
(
明
治

14
)

2
月
99
11
74
04
 

(
三
菱
東
京
UF

]
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

大
蔵
省
紙
幣
局

ー l 』 。 A l |
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圏
密
室
Rm
. 

申
V
困
層
圏
直
9

堕
謹
話

留
ヨ

麿
誼

堅
露
霜

旧
先
換
銀
行
券
拾
園

日
本
銀
行

18
85
年
(
明
治

18
)

5
月

9
日
99
17
64
04
 

26
 
先
換
紙
幣

(
三
菱
東
京
UF

]銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

甲
号
先
換
銀
行
券
玉
園

日
本
銀
行

18
99
年
(
明
治

32
)

4
月

1
日
99
17
64
52
 

(
三
菱
東
京

U
F
]
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

27
 
第
一
国
立
銀
行

東
京
海
運
橋
第
一
国
立
銀
行
の
全
図
井
近
円
の
市
中
一
覧
の
図

歌
川
虎
重

/
画

18
76
年
(
明
治

9
)

5
月

9
1
2
1
0
3

1
9
~
2
1
 

28
 

[パ
ネ
ノ
レ

]
ジ
ョ
サ
イ
ア

・
コ
ン
ド
ル

ジ
ョ
サ
イ
ア

・
コ
ン
ド
ル

~
 

(
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
藤
森
照
信
研
究
室
所
蔵
)

29
 
鹿
鳴
館
の
「
持
送
り

j
旧
鹿
鳴
館
の
持
送

18
97
年
(
明
治

30
)

95
00
79
21
 

30
 
鹿
鳴
館
の
概
観

鹿
鳴
館

91
00
18
56
 

31
 
[
パ
ネ
ル

]
I日
岩
崎
邸

旧
岩
崎
邸
園
(
財
団
法
人
東
尽
都
公
園
協
会
提
供
)

一
一
一
一
一
一
一

32
 

[パ
ネ
ル

]
エ
ド
ワ
ー
ド

・
S

・
モ
ー
ス

モ
ー
ス
博
士

90
00
83
52
 

33
 
大
森
貝
塚
の
発
見

S
H
E
L
L
 M
O
U
N
D
S
 
O
F
 O
M
O
R
I
 

エ
ド
ワ
ー
ド

S
モ
ー
ス

/
著

18
79
年
(
明
治

12
)

92
20
23
91
 

34
 
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』

]
a
p
a
n
 
d
a
y
 
b
y
 
d
a
y
 

18
77

,
18

78
-

79
,
1

8
8

2
-8

3
 v
o
l. 
1
~
2
 

エ
ド
ワ
ー
ド

S
モ
ー
ス

/
著

19
17
年
(
大
正

7
)

10
月

1
日

0
1
6
0
4
5
5
5
~
6
 

変わ
35
 
蒸
気
船
の
開
通

東
尽
横
浜
往
返
蒸
気
船
ノ
図

歌
川
国
輝

(
2
代
)
/
画

18
72
年
(
明
治

5
)
 

99
20
00
60
 

36
 
銀
座
通
り
れ
ん
が
街

東
/
'
G
名
所
之
内
銀
座
通
煉
瓦
造
鉄
道
馬
車
往
復
図

歌
川
広
重
(

3
代
)
/
画

18
82
年
(
明
治

15
)

7
月

8
9
2
0
0
8
3
2
~
4
 

都市る
37
 
銀
座
通
り
の
赤
れ
ん
が

銀
座
煉
瓦
街
の
赤
煉
瓦

18
76
年
(
明
治

10
)

09
87
00
01
 

38
 
ガ
ス
灯
に
そ
っ
く
り
な
ラ
ン
プ
灯

ラ
ン
プ
灯
カ
バ
ー

89
20
88
69
 

σ
コ
39
 
浅
草
も
赤
れ
ん
が
の
街
に

東
尽
浅
草
観
世
音
並
ニ
公
園
地
煉
瓦
屋
新
築
繁
盛
新
地
遠
景
之
図

英
斎

/
画

18
86
年
(
明
治

19
)

2
月

8
9
2

1
2
3
6
3
~
5
 

よ すっ
40
 
人
力
車
の
登
場

写
真
人
力
車

88
00
23
9
1
 

41
 
日
本
橋
の
電
信
局

東
海
名
所
改
正
五
十
二
駅
改
正
道
中
記
一
日
本
橋
伝
信
局

歌
川
広
重
(

3
代
)

/画
18
75
年
(
明
治

8
)

88
20
00
10
 

42
 
日
本
で
最
初
の
電
話
機

ガ
ワ
ー
ベ
ル
電
話
機

18
90
年
(
明
治

23
)

90
36
16
0
1
 

43
 
遠
く
に
い
る
人
と
も
話
が
で
き
る

壁
か
け
電
話
図
男
女

90
36
46
46
 

2
 

44
 
錦
絵
新
聞

東
尽
日
々
新
聞
八
百
二
十
二
号
(
浅
草
奥
山
の
大
捕
物
)

落
合
芳
幾

/
画

89
20
08
42
 

化明開4〉1b仁ミE 
45
 
突
然
太
陽
暦
に

明
治
六
年
突
酉
頒
暦

文
部
省
天
文
局

18
72
年
(
明
治

5
)

90
20
73
17
 

46
 
黒
ポ
ス
ト

97
90
00
01
 

オZわ(t
 
47
 
[
パ
ネ
ル
]
お
昼
を
知
ら
せ
る
「
ド
ン

J
!
 

午
砲
(
江
戸
東
爪
た
て
も
の
園
所
蔵
)

一
一
一
一
一
一

る
48
 
ダ
ノ
レ
マ
自
転
車

夕
、
、
ル
マ
自
転
車

国
友

/製
作

18
9

1年
(
明
治

24
)

90
36
00
12
 

て
少

人び
阪
川
牛
乳
商
店
牛
乳
瓶

阪
)[

1牛
乳
商
店

/
牛
乳
製
造

02
00
48
20
 

くら
と
49
 
牛
乳
を
飲
も
う

田
谷
軒
牛
乳
瓶

四
谷
軒

/牛
乳
製
造

02
00
48
18
 

の
酪
農
社
牛
乳
瓶

酪
農
舎

/牛
乳
製
造

02
00
48
19
 

暮ら
50
 
牛
乳
の
会
社
番
付

大
日
本
東
尽
牛
乳
搾
取
業
一
覧

18
88
年
(
明
治

21
)

99
20
02
87
 

し
51
 
牛
鍋
を
食
べ
よ
う

『牛
店
雑
談
安
愚
楽
鍋

』
初
編
、
-
編
上
下
、
二
編
上
下

仮
名
垣
魯
文

/
著

(
復
刻
)

19
84
年
(
昭
和

59
)

9
2
2
0
1
1
5
8
~
6
2
 

52
 

[パ
ネ
ル
]
明
治
時
代
か
ら
の
牛
鍋

牛
鍋
(
太
田
な
わ
の
れ
ん
協
力
)

一
一
一
一
一
一
ー

53
 
明
治
の
イ
ケ
メ
ン
た
ち

開
化
好
男
子

水
野
年
方

/
画

18
90
年
(
明
治

23
)

7
月

5
日

9
0
2
0
0
7
3
3
~
4
 

54
 
ざ
ん
ぎ
り
頭
を
叩
い
て
み
れ
ば

~O
-
HA
-
Y
O
~ 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ

・
ビ
ゴ
ー

/
画

18
83
年
(
明
治

16
)

90
20
36
77
 

55
 
明
治
時
代
の
ド
レ
ス

ド
レ
ス

明
治
期

8
9
2
0
0
5
8
0
~
1
 

56
 
大
礼
服

大
礼
服

19
02
年
(
明
治

35
)

6
月

3
日

8
8
2
0
0
6
1
0
1
~
5

・
7
~
8

57
 
福
沢
諭
吉

福
j峯
諭
吉

86
97
51
72
 

一

ー ー ~ c u- -
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自
密
ヨ
Rl!
l 

辛
V
西
暦
圏
直
9

盟
国

置
ヨ

盤
E

E
密
室
語

広ま
新し
58
 
『
学
問
の
す
』
め
』

『
学
問
ノ
ス
ス
メ
』
初
編
~
八
編

福
沢
諭
吉

/
著

18
73
年
(
明
治

6)
4
月
~

9
0
3
6
4
5
1
0
~
7
 

18
74
年
(
明
治
7
)

4
月

り
し
、

『
西
洋
事
情
』
初
編

1
~
3
 

福
沢
諭
吉

/
著

18
70
年
(
明
治

3
)

/
再
刻

8
6
2
0
0
9
7
5
~
7
 

考え
59
 
『
西
洋
事
情
』

『
西
洋
事
情
』
一
編

1
~

4
 

福
沢
諭
吉

/
著

18
70
年
(
明
治

3)
/
再
刻

8
6
2
0
0
9
7
8
~
8
0
 

の
『
西
洋
事
情
』
外
編

1
~

3 
福
沢
諭
吉

/
著

18
70
年
(
明
治

3
)

/
再
刻

8
6
2
0
0
9
8
1
~
4
 

士
60
 
西
郷
隆
盛

西
郷
隆
盛

86
97
5
17
0 

族
61
 
西
南
戦
争

『
鹿
児
島
戦
争
記
』

小
林
年
光

/
画

18
77
年
(
明
治

10
)

4
月

23
日

8
9
9
7
5
3
2
1
~
3
 

の 反乱
62
 
『
鹿
児
島
戦
争
記
』

『
鹿
児
島
戦
争
記
』

篠
田
仙
果

/
著
小
林
清
親

/
画

18
77
年
(
明
治

10
)

3
月

3
日

8
6
2
2
1

1
8
7
~
9
6
 

~
5
月

4
日

63
 
お
っ
ぺ
け
ぺ
一
節
の
双
六

川
上
新
作
お
っ
ペ
け
ぺ
ー
歌
入
双
六

楊
斎
延
一

/
画

18
91
年
(
明
治

24
)

97
20
00
54
 

3
 
64
 

[パ
ネ
ル
]
板
垣
退
助

板
垣
退
助
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)

一
一
一
一
一
一
ー

広
由自
65
 
板
垣
退
助
の
著
書
『
板
垣
政
法
論
』

『
板
垣
政
法
論
』

板
垣
退
助

/述
植
木
技
盛

/
筆
記

18
81
年
(
明
治

14
)

3
月
96
20
08
29
 

カ
ま

権運動民
66
 
自
由
党
宣
言

自
由
党
宣
言

18
9

1年
(
明
治

24
)

5
月

29
日
95
20
31
12
 

由る自
67
 
大
隈
重
信

大
隈
重
信

86
97
5
17
5
 

68
 
大
隈
重
信
の
著
書
『
国
民
読
本
』

『
園
民
讃
本
』

大
隈
重
信

/
著

19
10
年
(
明
治

43
)

88
14
68
09
 

権民運動
69
 
思
い
描
か
れ
た
未
来
の
議
論

二
十
三
年
の
未
来
記

尾
形
月
耕

/
l!I

D
18

83
年
(
明
治

16
)

5
月

9
3
2
0
0
2
4
8
~
5
0
 

70
 
立
憲
政
友
会
趣
旨
喜

立
憲
政
友
会
趣
旨
書

伊
藤
博
文

/
作
成

19
00
年
(
明
治

33
)

8
月

30
日
88
02
20
85
 

71
 

[人
物
]
伊
藤
博
文

伊
藤
博
文

88
10
51
10
 

設開
帝国
72
 
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』

『
大
日
本
帝
園
憲
法
』
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
自
殺
布

18
89
年
(
明
治

22
)

2
月

12
日
91
20
07
12
 

議
73
 
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

憲
法
発
布
式
之
図

歌
川
国
平

U/
画

18
89
年
(
明
治

22
)

3
月

9
日

9
4
2
0
3
1
2
6
~
8
 

コ4
エ5、
74
 

[パ
ネ
ノ
レ

]
大
日
本
帝
国
憲
法
と
五
日
市
憲
法

一
一
一
一
一
一
一

。
っ
75
 
帝
国
議
会
の
よ
う
す

大
日
本
帝
国
議
会
之
図

松
斉
吟
光

/
画

18
90
年
(
明
治

23
)

9
0
2
0
9
8
3
5
~
7
 

『
魯
西
亜
園
保
約
並
税
則
j
]
(
五
園
保
約
書
附
税
則

1
)
 

和
泉
屋
吉
兵
衛

/
版

18
59
年
(
安
政

6
)
 

87
20
14
72
 

『
悌
蘭
西
国
保
約
並
税
則
j
]
(
五
園
保
約
書
附
税
則

2)
和
泉
屋
吉
兵
衛

/版
18

59
年
(
安
政

6
)
 

87
20
14
73
 

約正条改
76
 
欧
米
と
の
不
平
等
条
約

『
英
吉
利
園
保
約
並
税
則
j
]
(
五
園
保
約
書
附
税
則

3
)
 

和
泉
屋
吉
兵
衛
/
版

18
59
年
(
安
政

6
)
 

87
20
14
74
 

『
阿
蘭
陀
園
保
約
並
税
同
J
j
]
(
五
園
保
約
書
附
税
則

4
)

和
泉
屋
吉
兵
衛

/
版

18
59
年
(
安
政

6
)
 

87
2
01
4
75
 

『
亜
墨
手
I
j
加
園
棟
約
並
税
則
j
]
(
五
園
保
約
書
附
税
則

5)
和
泉
屋
吉
兵
衛

/版
18
59
年
(
安
政

6
)
 

87
20
14
76
 

4
 
の
77
 
治
外
法
権
が
な
く
な
れ
ば

・。
『
内
地
雑
居
未
来
の
夢
』

坪
内
遁
遁
/
著

18
86
年
(
明
治

19
)

99
00
15
21
 ~
6
 

道
78
 
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
の
発
生

紀
州
沖
汽
船
流
波
の
場

豊
原
因
周

/
画

18
87
年
(
明
治

20
)

11
月
94
20
31
20
 

主A国際Z主ミt 
σ
〉 り
79
 

[人
物

]
陸
奥
宗
光

陸
奥
宗
光
(
国
会
図
書
館
所
蔵
)

一
一
一
一
一
一
一

80
 
治
外
法
権
の
撤
廃
で

内
地
雑
居
滑
稽
双
録

小
林
清
親

/
画

18
99
年
(
明
治

32
)

96
20
11
74
 

'"
、

81
 
治
外
法
権
の
撤
廃
と
東
尽
の
未
来

『
東
尽
未
来
繁
盛
記
内
地
雑
居
』

大
久
保
常
吉

/
著

18
87
年
(
明
治

20
)

98
60
38
49
 

の
82
 
朝
鮮
半
島
の
内
乱
を
伝
え
る
錦
絵

朝
鮮
伝
聞
記

安
達
吟
光
/
画

18
82
年
(
明
治

15
)

8
月

0
3
6
4
2
0
5

、
9
1
9
7
5
0
5
2
~
3

船出
『
槍
入
朝
鮮
変
報
録
』

渡
辺
文
尽

/輯
18

82
年

(
明
治

15
)

8
月

3
日
86
22
13
1
8
 

情戦争日
83
 
朝
鮮
半
島
の
内
乱
を
伝
え
る
本

『
朝
鮮
変
事
略
報
』

忠
重

/編
輯

18
82
年
(
明
治

15
)

8
月

25
日
86
22
18
66
 

84
 
日
清
戦
争
の
準
備

改
正
東
/
，
?，
里
程
測
量
新
図
附
全
国
鉄
道
線
路
及
横
浜
全
図

児
玉
又
七

/
編

18
94
年
(
明
治

27
)

3
月
98
62
21
86
6 

85
 
日
清
戦
争
が
は
じ
ま
る

平
壌
攻
撃
電
気
使
用
之
図

小
林
清
親

/
画

18
94
年
(
明
治

27
)

9
0
3
6
4
2
0
6

、

9
1
9
7
5
0
5
4
~
5
 

86
 
日
清
戦
争
の
勝
利
を
伝
え
る
錦
絵

海
衛
海
軍
攻
撃
の
図

延
保

/
画

18
95
年
(
明
治

28
)

8
8
0
0
3
3
1
0
~
2
 

。
\
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車
医
罰

回
忌

唱
~
車
咽
~

藍
密
重
量

留
習

昭
罰

藍
盤
調

87
 下
関
講
話
会
議
を
伝
え
る
新
聞
号
外

日
清
戦
争
関
係
新
聞
号
外
(
中
央
新
聞
号
外
)

中
央
新
聞
社

18
95
年
(
明
治

28
)

4
月

19
日
89
2
11
34
3 

88
 
日
清
戦
争
勝
利
の
が
し
、
旋

元
師
陛
下
御
還
幸
日
比
谷
原
凱
旋
門
図

延
保

/
画

18
95
年
(
明
治

28
)

5
月

9
1
2
0
0
2
1
4
~
6
 

89
 
日
清
戦
争
勝
利
の
が
い
旋
門

日
清
戦
争
凱
旋
門
(
尽
橋
)

18
95
年
(
明
治

28
)

76
50
13
2 

90
 
台
湾
を
領
土
に

日
本
周
遊
双
六

水
野
年
方

/
画

18
96
年
(
明
治

29
)

12
月

13
日
94
20
40
75
 

91
 
台
湾
を
ゆ
ず
り
受
け
る

『
風
俗
画
報

』
第

10
9
競

(1
89
6.
2
臨
時
増
刊
)

18
96
年
(
明
治

29
)

2
月

25
日
86
0
16
08
 

92
 
日
英
同
盟
の
唄

日
英
同
盟
唱
歌

与
謝
野
鉄
幹

/
作
歌

19
02
年
(
明
治

35
)

2
月

25
日
91
21
27
04
 

93
 
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
大
の
風
刺

滑
稽
欧
E
外
交
地
園

西
国
助
太
郎

/
画
中
村
進
午
/
関

19
04
年
(
明
治

37
)

3
月

18
日
94
00
24
95
 

小
原
喜
三
郎
/
案

94
 
日
露
戦
争
を
伝
え
る
写
真
雑
誌

『
日
露
戦
争
写
真
画
報
』

斉
木
寛
直
/
編

19
04
年
(
明
治

37
)

4
月

8
日

9
0
0

1
5
4
4
5
~
9
 

19
04
年
(
明
治

37
)
~
 

8
8
1
0
2
9
3
0

、
7
4
7
0

、

95
 
絵
は
が
き
の
ブ
ー
ム

日
露
戦
争
戦
捷
記
念
絵
葉
書

逓
信
省
/
発
行

19
05
年
(
明
治

38
)

8
8
1
3
1
7
2
5

、
3
8

、
4
3

、

7
4
2
8

、
8
5
5
8

96
 
東
郷
平
八
郎

日
本
海
大
海
戦
旗
艦
三
笠
艦
橋
の
東
郷
元
帥

東
城
鉦
太
郎

/
画

19
35
年
(
昭
和

10
)

5
月

27
日
94
00
24
52
 

東
京
日
日
新
聞
社
/
発
行

97
 
日
露
戦
争
の
勝
利
記
念
、
章

明
治

37
・
38
年
征
軍
記
章

19
05
年
(
明
治

38
)

89
00
08
94
 

98
 

[人
物

]
与
謝
野
晶
子

与
謝
野
晶
子
(
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
)

一一
一一

一一
一一

一
4
 

Ja
pa
ne
se
 
d巴

ad
an
d 
¥V
ou
nd
ed
 
(
日
本
軍
の
死
者
と
負
傷
者
)

際平ふ同E十J毛
99
 
多
く
の
ぎ
せ
い
者

(T
he
 
Il
lu
st
ra
te
d 
Lo
nd
on
 

r、!
ew

s)
19

04
年
(
明
治

37
)

9
月

17
日
96
20
25
79
 

10
0 
ぎ
せ
い
者
の
家
族
を
助
け
る
会

軍
人
遺
族
救
護
義
会
入
会
申
込
書

軍
人
遺
族
救
護
義
会

19
05
年
(
明
治

38
)

7
月

20
日
90
01
29
59
 

壁東京露と日
10
1
 [人
物

]
小
村
寿
太
郎

小
村
寿
太
郎
(
国
会
図
書
館
所
蔵
)

一
一
一
一
一
一
一

ノ
\

10
2 

[パ
ネ
ル

]
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
話
会
議

米
国
ニ
於
/
レ
日
露
講
和
談
判

絵
葉
書

19
05
年
(
明
治

38
)

88
13
71
2
1
 

の 船出
10
3 
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
話
会
議
を
伝
え
る
英
字
紙

Pe
ac
e
 Co
nf
er
en
ce
 i
n 
Po
r
ts
mo
ut
h 
(
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
講
和
会
議
)

19
05
年

(
明
治

38
)

8
月

26
日
96
20
27
89
 

Th
e 

Il
l
u
s
t
r
a
t
巴
d
Lo
nd
on
 
Ne
ws
 

10
4 
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件

日
比
谷
公
園
心
字
池
す
か
し
絵
葉
書

19
05
年
(
明
治

38
)

88
13
70
79
 

日
比
谷
焼
打
事
件
ス
ケ
ッ
チ
[
明
治
三
十
八
年
九
月
六
日
佼

10
5 
電
車
を
焼
き
打
つ
市
民

街
鉄
電
車
の
焼
打
]

19
05
年
(
明
治

38
)

87
10
50
06
 

[パ
ネ
ル

]
銅
像
に
な
っ
た
戦
没
軍
人

(
帝
都
名
所
)
高
世
橋
停
車
場
前
広
瀬
中
佐
銅
像
絵
葉
書

19
10
年
(
明
治

43
)

90
99
04
16
 

10
6 

(帝
都
十
銅
像
)
寓
世
橋

，広
瀬
中
佐
銅
像
絵
葉
書

19
10
年
(
明
治

43
)

88
13
56
07
 

10
7 
韓
国
併
合
の
記
念
章

韓
国
併
合
記
念
章

19
10
年

(
明
治
4
3)

91
00
31
98
 

朝
鮮
紙
幣
改
造
壱
円

韓
国
銀
行
線
裁

19
10
年
(
明
治

43
)

12
月
99
11
79
65
 

(
三
菱
東
京
UF

J
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

朝
鮮
紙
幣
韓
国
銀
行
券
萱
園

韓
国
銀
行

19
10
年
(
明
治

43
)

12
月

21
日
99
11
79
89
 

(
三
菱
東
京
UF

J
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

10
8 
併
合
後
の
貨
幣
制
度

朝
鮮
紙
幣
韓
国
銀
行
券
玉
園

(
三
菱
東
京
UF

J
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

韓
国
銀
行

19
11
年
(
明
治

4
4)

8
月
99
11
79
90
 

朝
鮮
紙
幣
韓
国
銀
行
券
拾
薗

韓
国
銀
行

19
11
年
(
明
治

44
)

8
月
99
11
79
91
 

(
三
菱
東
京
UF

J
銀
行
所
蔵
、
江
戸
東
京
博
物
館
寄
託
)

10
9 

[パ
ネ
ノ
レ

]
世
界
で
活
ゃ
く
し
た
日
本
人

津
田
梅
子
、
北
里
柴
三
郎
、
新
渡
戸
稲
造
、
野
口
英
世
(
国
会
図
書

~
 

館
所
蔵
)

11
0 
隅
田

)I
[
の
工
場

『
風
俗
画
報
』
第

16
2
競
隅
田
堤
中

18
98
年
(
明
治

31
)

4
月

10
日
94
20
21
33
 

11
1 
「
女
性
工
員
」
募
集
の
ポ
ス
タ
ー

女
工
手
募
集

東
尽
キ
ャ
リ
コ
製
織
株
式
会
社
明
治
後
期
~
大
正
期

90
21
05
94
 

職
工
募
集
事
務
所
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自
因
習

E込
暗
唱
唖
愚
図
面

底
調

困

密
密

昭
函

璽
霊
謁

11
2 

[ノ
4ネ
ル
]
製
糸
工
場
で
は
た
ら
く
若
い
女
性
た
ち

絵
葉
書
製
糸
工
場

(4
)

明
治
後
期

88
1
0
7
1
9
9
 

11
3 
工
場
労
働
の
調
査

『
生
綿
織
物
職
工
事
情
』

農
商
務
省
商
工
局
工
務
課
工
場

19
03
年
(
明
治

36
)

3
月

31
日
8
9
2
0
5
1
1
6
 

調
査
掛
/
[
編
著
]

11
4 
女
性
の
職
業
い
ろ
い
ろ

新
案
明
治
婦
人
讐
六
(
~
婦
人
世
界
j
]

5
巻

1
号
付
録
)

樹
本
抗
生

/
画

婦
人
世
界
編

19
10
年
(
明
治

43
)

9
5
2
0
2
6
4
7
 

輯
局

/
考
案

11
5
 [
パ
ネ
ル

]
カ
フ
ェ
ー
で
、
は
た
ら
く
若
い
女
性

絵
葉
書

カ
フ
ェ
ー
の
女
給

大
正
期

88
13
6
9
1
3
 

洋
食
が
家
庭
料
理
に

『
和
洋
家
庭
料
理
法
全

』
赤
堀
峯
吉

/
著

19
14
年
(
大
正

3
)

11
月

15
日
9
1
2
1
2
0
9
3
 

11
6 

『
家
庭
応
用
洋
食
玉
百
種
全

』
赤
堀
吉
松
/
他
著

19
15
年
(
大
正

4
)

10
月

10
日
9
1
2
1
2
0
9
4
 

工 業
11
7 

ヒ、
、ー
ル
の
普
及

宮
内
省
御
用
札
幌
ビ
ー
ル
ポ
ス
タ
ー

札
幌
麦
酒
株
式
会
社
東
尽
支
店

18
99
年
(
明
治

32
)

9
0
2
1
0
6
8
0
 

の
11
8
 大
日
本
麦
酒
ビ
ー
ル
の
瓶

大
日
本
麦
酒
ビ
ー
ル
瓶

大
日
本
麦
酒
株
式
会
社

/
製
造

19
06
年
(
明
治

39
)
以
降
0
2
0
0
4
8
2
2
 

発展暮とら
11
9 
博
覧
会
の
ビ
ー
ル
売
店
の
地
図

東
京
勧
業
博
覧
会
全
図

大
日
本
麦
酒
株
式
会
社

19
07
年
(
明
治

40
)

0
0
0
0
3
6
3
2
 

12
0 

[パ
ネ
ノ
レ

]
博
覧
会
で
の
「
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」

東
尽
勧
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